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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Express5800/i110Rb-1h 


オプション 

本装置に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について説明します。 

作業を始める前に（一98ページ） 

安全上のを意や取り扱いの際のを意事項について説明します。作業を始める前 
に必ず読んでください。 



取り付け/取り外しの準備（一100ページ） 

オプションデバイスの取り付け（または取り外し）の準備ができるまでの手順 
について説明します。 


取り付け/取り外しの手順卜101ぺージ） 

オプションデバイスの取り付け（または取り外し）手順について説明します。 





98 作業を始める前に 


作業を始める前に 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


B1 


オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますび、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 
責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持つた保守サービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めしまず。 

オプションおよびケーブルは NEC が指定ずる部品を使用してください。 
指定 ly がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となりまず。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


A A 

A® 

( g )( 

C 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



AsJ ま意 



AA 

AA 

A る 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取りがけ/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分を意して<ださい。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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取り巧け/取りかしの準備 

部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

1. プラスドライバを用意する。 

2. 日 S のシャットダウン処理を行う。 

3. P 日 WER スイッチを押して本装置の電源を日 FF (P 日 WER ランプ消な）にする。 

4. 本装置に接続しているすべてのケーブルおよび電源コードを取り外す。 
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取り付け/取りかしの手順 


内蔵部品（八ードディスクドライブ、 DIMM 、 PCI ボードなど）の取りがけ/取り外しの作業は 
本装置をラックから引き化し、取り外した状態で行います。 


A ミ主意 

AA 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高:曰;モち 

• ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 




1 . 1日日ページを参照して準備する。 


2. 前面の左ちにあるセットスク 
リューをゆるめて、八ンドルを 
持ってゆっくりとラックから引き 
出し、取り外す。 



，■〇 レノく一やレールで指を挟まないように十分を意してください。 
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トップカパー 


内蔵部品の取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはトップカバーを取り外 
します。 

取り外し 


1 . 1日日ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出して外す 
(24 ページ参照)。 

3. ネジ2本を外し、トップカバーを 
押しながら装置背面へスライドさ 
せる。 

4. トップカノ く一を持ち上げて本体か 
ら取り外す。 


取り付け 

トップカバーを取り付けるときは、トップカ 
バーのタブが本体フレームに確実に差し込 
まれるよう、まっすぐ本体の上に置いてくだ 
さい。 
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本装置の前面は、約 25.4 mm (1 インチ）厚の八ードディスクドライブを搭載することができ 
る八ードディスクドライブトレーがあります。 

WO NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。ヴー 
ドパーテイの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 A - ドディスクド 


ライブだけでなく本体び故障するおそれびありまず。次に示すモデルをお買い 
ホめください （200 目年9月現在）。 

- N 81己 0-204 A (80 GB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81已 0-20 已 A (1 巨 OGB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

- N 81己 0-206 A (2 己 OGB 、 7200 rpm 、 SATA 2/300) 

最新状況や湿在条件などは8蚕街のシステム構成ガイド 
( http :// nec 8. eom / i /) でご確認ください。 


ドライブ ID について 


八ードディスクドライブトレーには最大で2台の八ードディスクドライブを搭載することが 
できます。搭載するス□、ソトによって八ードディスクドライブの ID が固定でミ夫められていま 
す。下図を参照してください。 



チヤネル1 


チヤネル0 


)\ ードディスクドライブトレーは、出)荷時の構成でマザーボード上のディスクコント □ ーラに 
接続されています。 
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取り付け 

オプションの八ードディスクドライブを実装する場合は、次に示す手順で八ードディスクドラ 
イブを取り付けます。 


1.A- ドディスクドライブトレーの 
固定ネジ2本をゆるめ、八ンドル 
を起こす。 



2. 八ンドルを手前に引き、八ード 
ディスクドライブトレーを取り外 
す。 





• J \- ドディスクドライブに衝撃や振動を与えないように十分ま意してく 
ださい。衝撃や振動を与えると故障の原因となります。 

• J \- ドディスクドライブは静電気に大変弱い電子部品でず。 J \- ドディ 
スクドライブを取り扱う前に、リスト設置ストラップを手首に巻き付け 
るか、装置の金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてく 
ださい。 

• J \- ドディスクドライブの端子や電子部品を素手で触ったりしないでく 
ださい。 
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4. 本体装置に添付のネジ4本で八一 
ドディスクドライブを八ードディ 
スクドライブトレーに取り付け 
る。 

図に示す場所にのみワ、ソシャーを 
取り付けます。 


ワッシャー 



两"〇 八ードディスクドライブを固定するネジは本装置に添付のネジを使用してく 
置3 ださい。オプシヨ ンの !\-ドディスクドライブに添付のネジは使用しません 
(本装置 m がでは使用ずる場合もありますので大切に保管してください）。 


日.奥までしっかりと八ードディスク 
ドライブトレーを本体に挿入す 
る。 



6. A - ドディスクドライブトレーを 
前面の2本のネジで固定し、八ン 
ドルを倒す。 



取り外し 

A - ドディスクドライブの取り外しは、取りがけの逆の手順を行ってください。 


レノ ' C — やレールで指を挟まないように十分を意してください。 
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DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケットに取りがけ 
ます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが2個あります。 



メモリは最大 4 GB (2 GBX 2 枚)まで増設できます。 


W -0 • DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分など 

量3 に触れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。ま 

た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は99ページで詳しく 
説明しています。 

• 指定 ly がの DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM な 
どを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーボードび故障ずるおそれび 
あります。また、これ5の製品び原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となります。 


また、本装置では同一容量のメモリを2枚実装時に Dual Channel メモリモードおよび Chipkill 
(チップ车ル） ECC メモリモードが有効になります。 

Dual Charnel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍 (6.4 GB / S ) となり 
ます。 

Chipkill ECC メモリを利用すると複数ビットのメモリ障害を自動的に修正します。 


DIMM の増副慣序 

DIMM は、1枚単位で増設します。 


前面側 


背面側 


DIMM#2 

DIMM#1 



マザーボード 
















































































ォプシ 3 ン 107 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


两"〇 本装置では、□—プ□ファイル （ DIMM ボードの高さび30 mm (1.2 インチ) 
m 下）タイプの DIMM のみをサポートしています。それ似が（それ似上高い) 
DIMM はサポートしていません。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


1日日ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （24 ページ参照)。 

トップカバーを取り外す （1 日2ぺージ参照)。 

DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 



^ • DIMM の向き(こを意してください。 DIMM の端子側(こは誤挿入を防止す 

民エック1 るための切り欠きがあります。 

• ソケットに押し} A むときは過度の力を加えないで<ださい。ソケットや 
端す部分を破損するおそれがあります。 


DIMM が DIMM ソヶットじ差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

5. 手順1〜3で取り外した部品を取り付ける。 

6. P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

7. SETUP を起動して [ Advanced ]— [Memory Confi 呂 uration ] メニューで 
[Extended Memory ] 容量が本装置に実装しているメモリ容量相当になっているこ 
とを確認する。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST で表示されるエラーメッセージを確 
区エック I 認して、取りがけている DIMM ソケットを確認してください。 


1 . 1日日ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （24 ページ参照)。 

3. トップカノく一を取り外す （ 1日2ページ参照)。 


4. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□ 、ソクが解除され DIMM を取り外 
せます。 



己.手順3で取り外した部品を取り付ける。 

6. 本装置の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に連絡してください。 

7. SETUP を起動して [ Advanced ]— [Memory Confi 呂 uration ] メニューで 
[Extended Memory ] 容量が本装置に実装しているメモリ容量相当になっているこ 
とを確認する。 
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PCI ボー 


本装置には、オプションの PCI ボード（□ープ□ファイルタイプ）1枚を取り付けることがで 
きます（ただし、オプションのライザカード ( PCIExpress ( x 8)) が必要です）。 

PCI ボードは、マザーボード上に搭載している「ライザカードブラケット」にオプションのラ 
イザカード ( PCIExpress ( x 8)) を装着してから取り付けます。 


• 本装置にオプションの PCI ボードを取り付ける場合は、オプションのラ 
イザカード （ PCIExpress ( x 8)) び必要です。 PCI ボードをご購入の際 
は、ライザカード （ PCIExpress ( x 8)) も一緒にご購入ください。才 
プションのライザカード ( PCIExpress ( x 8)) がないと PCI ボードを取 
り付けることびできません。 

• PCI ボードおよびオプションのライザカード （ PC I Express ( x 8)) は大 
変静電気に弱い電子部品でず。サーバの金属フレーム部分などに触れて 
身体の静電気を逃びしてか5これ5の部品を取り扱ってください。ま 
た、 PCI ボードおよびオプションのライザカード （ PCIExpress ( x 8)) 
の端子部分や部品を素手で触ったり、これ5の部品を直接机の上に置い 
たりしないでください。静電気に関ずる説明は99ページで詳しく説明 
しています。 

• 取り付けることびでさる PCI ボードの組み合わせには制限事項びありま 
す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せ < ださい。 

• □ープ□ファイルタイプの PCI ボードを取り付けてください。□ープロ 
ファイルタイプがの PCI ボードは取り付けることびできません。 


^ PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもあります。 
民ェック I ボードに添付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうかを確 
認してください。設定は、目 I 0 S セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を使 
います。詳しくは、32ぺージを参照してください。 



マザーボード 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点についてを意してください。 

• PCI ボードおよびライザカード ( PCIExpress ( x 8)) の端子部や電子部品のリード線には 
直接手を触れないようを意して<ださい。手のミ由やミちれが付着し、接続不良を起こした 
り、リード線の破損じよる誤動作の原因となります。 

• 本装置に取り付けることができる PCI ボードには制限があります。ボードの仕様を磕認 
してから取り付けてください。 

• 起動しない LAN デバイスのオプション ROM は目 I 0 S セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設をしてください。 

• LAN デバイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタをあくときは、コネクタ 
のツメが手では押し I こくくなっているため、マイナスドライバなどを使用してツメを押 
して抜いてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN ポートやその他のポート 
を破損しないよう十分にを意してください。 

• 起動可能な LAN カードを増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増 
設後に BIOS セットアップユーティリティの 「 Boot 」 で設定し直してください。 

• 本装置がサポートしているボードと搭載巧能なス□、ソトは次の表のとおりです。 





ス□ット（バス A ) 




PCIExpress ( x 8 )#l 

型名 

製品名 

PCI ス□ット性能 

8 レーン 

ス□ットサイズ 

LowProfile 



PCI ボードタイプ 

x 8 ソケット 



搭載可能なボードサイズで 

MD 2 

N 8103-101 つ 

ディスクアレイコント□-ラ ( SATA 2) 

(力ード牲能： PCIExpress(x4)) 

0*1 

N 8104-に2 つ 

1000 BASE-T 接続ボードに ch ) 

(力ード牲能： PCIExpress(x4)) 

0*1 


〇搭載可能 一搭載不可 


*1 PCI ス□ットを使用ずるためには、オプションのライザカード （ PCIExpress ) ( N 81 16-12) 
を装着する必要があります。 

*2 搭載可能なボードの奥行きサイズ 

□-プ□ファイルタイプで、奥行き 167.6 mm まで （ MD 2) 、 幅 64.4 mm までです。 

*3 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 
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取り付け 

次の手順に従ってライザカードブラケットに PCI ボードを取り付けます。 


w "0 PCI ボードを取り付けるためにはオプションのライザカード 
量3 ( PCIExpress ( x 8)) び必要です。 


4/^ • オプションのライザカード ( PCIExpress ( x 8)) がサポートするボードタ 

民エック I イプ（□ープ□ファイル）と取り付ける PCI ボードのタイプを確認して 

ください。 

• PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とオプションの 
ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) にあるコネクタの形状が合っているこ 
とを確認してください。 


1 . 1日日ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出し、取り外すに4ぺージ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （1 日2ページ参照)。 


4. ネジ1本を外し、ライヴカードブ 
ラケットを取り外す。 


日.ライヴカードブラケットにオプ 
シヨンのライヴカード 
( PCIExpress ( x 8)) をネジ2本 
で取り付ける。 



• ライザカードブラケットにオプションのライザカード 

置3 ( PCIExpress ( x 8)) を取り付ける際は、ライザカード 

( PCIExpress ( x 8)) に添付のネジを使用してくださし、。 

• 他の部品と接触しないように、慎重に作業してください。 





















112 取りがけ/取りかしの手順 


6. ライヴカードブラケットからネジ1本を外し、増設ス□ットカバーを取り外す。 



取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 


7. ライザカードブラケットに PCI ボードを取り付け、手順6で外したネジで固定する。 

ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) のス□、ソト部分と PCI ボードの端子部分を合わせ 
て、確実に差し込みます。 



m 


• ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) や PCI ボードの端子部分には触れな 
いでください。巧れや油び付いた状態で取り付けると誤動作の原因とな 
りまず。 

• うまく PCI ボードを取り付け5れないときは、 PCI ボードをいったん取 
りがしてか5取り付け直してください。 PCI ボードに過度の力を加える 
と PCI ボードやライザカード （ PCIExpress ( x 8)) を破損するおそれび 
ありますので注意してください。 


^ PCI ボードのブラケットの端が、ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) のフレーム 

区エック I 穴に差し} A まれていることを確認してください。 
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8. ライヴ カー ドブラケットをマヴー 
ボードのス□ットに接続する。 

ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) 
の端子部分とマザーボード上のス 
□、ソト部分を合わせて、確実に差 
し込みます。 



9. 取り外した部品を取り付ける。 

1 日. 本装置の電源を 日 N にして P 日 ST の画面でボードに関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

11. 取り付けたボードに搭載されている BI 日 S コンフィグレーションユーティリティを 
起動してボードのセッ ト アップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しく 
はボードに添付の説明書を参照してください。また、起動可能なデバイスが接続さ 
れた PCI ボードを増設した場合、ブート優先順位がデフォルトに変更されます。目 IOS 
セツトアップユーティリティの 「 Boot 」 を設をし直してください （54 ページ参照)。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 で起動優先順位を設定し直してください （54 ページ参照)。 
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